













































































たらし、学習者が物語に入り込み、臨場感をもちながら読み進めていくことを可能にしている。叙述に、 「ぼく」の気持ちが直接的に述べられ ところは少ないが 会話文や行動、また、挿絵から「ぼく」の心情を読みやすい物語である。特に挿絵については、原典が絵本ということもあり、学習者の読みに作用するものが豊富に構成されている。一方で一人称視点での語りがゆえに説明的描写表現がほとんどなく、学習者が「なぜだろう」といった疑問をもちやすい特性ももっている。
本単元では、物語に出会ってもったそうした疑問を学級


















































































































































面ごとに読むことを通して考えていく。二次の各時間は、概ね授業の前半部分を三人組によるグループトークの時間として展開していく。その際には、今まで出し合ってきた話し合いの言葉を話型化したリストカードを手元に用意する、疑問 つい 話し合った を記入しやすいレイアウトに たワークシートを用いる、子供同士の話すこと、聞くこ に対する教師の声かけなどの工夫を行って く。
教師の声かけについては、子供同士のやりとりを詳細
に見取った上で行うように 。 「本文 どの からそう思ったのか聞いてみよう」 「同じようなことを思っ
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ら疑問に対す 答え 考えていくようにした。今までペアで相談タイムを行ってきた経験を頼りに三人組での話し合いを行ったが、一年生にとって 一人増えた













の考えがいいかな」と教師が問いかけた。似た考えのまとまりごとに挙手を求め 後、挙手の多かった「…一緒に生きてい から一緒に夢を見た」について「どれくらい一緒にいたのかな」と問いかけると「生まれてからずっと 」 「長 時間一緒に生きてきている」 「一緒に生きているから一緒に夢が見られ 」などと発言してきた。そこで っしょ いう言葉着目させて、 本文中 出 く 回数 （本時場面 三回）を確認した後、 「ぼくは、どうして何度も って言っているのかな と問いかけた。子供 は「ずうっと一緒に大きくなっ き 大切だから」との発言があった。教師から、 「どういうことかな？だれ くわしく教えて」と問い返す 「ぼくとエルフはずうっと一緒に大きくな 思 出も くさんあって大切」 「どちらも夢に出 くるくらい大切」と 読み し 深まっていった。　
学習のまとめとしては、 「ぼくとエルフはずうっと

















































































































































は読みが深まっていく様子が見られた。友達の考えを聞いて、自分たちの考えより納得できる考えに目が向くということは、全体での累積的会話の一つの姿であると考える。一年生の子供たちは、テキストからもつ自分の読みを正確に表す ができない。言葉を適切に選んで言語化する段階において求められる語彙力や判断力がまだまだ未熟なためである。不十分な読みが集まっている中でも、より妥当性のある読みへと目が向いて、そ 読みについて教師の発問などにより、考えを深めていくことはできていたと感じている。教師の発問をきっかけとし 子供の新たな考えについては、他の友達がそれ 受け取って自分の言葉で自分の考えとして述べられるように問い返すことを心掛け 。友達の考えを聞いてそれを自分の考えとして発言する子供の姿は多く観察できた。そうした点で考えるなら考えを広げる教師の 返しの工夫は有効な指導方法 あったといえる。　
本研究については、小学校の一年生段階だけで実践を行















る小学校低学年段階での実践が比較的少ないという実情に対しては、いくらかのプラスもあったのではないかと感じている。いずれにせよ、子供同士のグループでのやりとりについての詳細な記録は得ることができておらず、その点につい の改善を図る必要性も痛感しているところ ある。反省点 は周囲の協力を などして改善していきながら引き続き今後も研究を重ねていきたい。引用・参考文献山元隆春ほか
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